
“現代生物学ゼミナール" について

「生物物理」とし、ぅ雑誌を帯同で見かけるようになり
ました。近頃は何だカ、判ったような' l "Uらぬような新造警告
(? ) が、生物学の中にもふえて来て、めまぐるしL 、ほ

学巴tc. .. 、新造語の多レだけならL 、ずれ流行でもあり
消えて行くものも多c.ものですヵ、ら、タカをくくってし、
て良L 、のですが、生物学の方面ではとうも流行( ? ) だ
けでなく、生物学そのものが超スピードで進んでレるよ
うですo ftJ日々々、生徒相手の神経の疲れる仕事にたず
さわってし、る私達教師には、新しし、生物学の動 JIiJとL 、う
ものを身につけるいとまカ iありません。しカ‘し、少くと
も科学につし、て関心をもっ私達としては、現代の科学の
真理をI主しく担握することは、当然の事かも知れません
かなかな泊五そこまで行かなL 、のが現状です。少しでも正
しレ把握を L て、正しし科学的概念を生徒に伝え思考さ
せるのが、私共理科担当者の責務だと思しますが、この
ような三とを考えれば考えるほと、生物学の進歩が更に
加速度を加えて、我々の手のl吊かなし、遠レ所へ行ってし
まうように感じられてなりません。
このような時に、科学者逮の声を聞こうではなし、力、と

しう声カ二あちらこちらで起り、神戸支部を中心として、
そのような趣宵の会を持つ段取りが進められ、ともかく
表記のようなゼミナーノレが発足しましたc 事情さえ杵せ
ば毎月でも、また県下のあちらこちらで開きたいのです
が、何しろ忙しし、筏業の片手間の仕事でもあり、発足し
たばかりですので赤字続きで、今の所 奇数月の第 1土
曜日を例会日と L 、神戸市内のとこかで会場を持つこと
にしてレます。神戸より遠レ方々には出席して戴く機会
が少くて申訳けありませんが、御都合のよろL ¥ ，、時はど
うか是非おしで Fさし、 ちなみに今までの例会の様子と
これからの予定を書きますが、皆でこのゼミナーノレをみ
のり多レものにして行く為めに、講師につし、ての御希望
講師の紹介、 ゼミナーノレの運営の仕方等、何でも結構
ですカミら現在の世話係一一県立長田高等学校生物教室ま
でお知らせ'fさレ。 W:話( 系も会が円滑に動き11:¥ しました
ら持ち廻りとか、当番制とカミで交代をして、とんどん新
しし、運営をして行った方がよいと思ってし、ます

例会の記録と予定
第 1 1副昭和36年12月 9 臼 長田高校
「最近の人類遺伝学」神戸大学川辺尚太先生

出席者 36名
ヒトの染色体数が46と俄定するまでの染色体研究史に

始まり、最近の遺伝生化学の成果等につし、て 2、 3
鎌状赤血球貧血に関連して遺伝子が形質発現に到る生化
学的機構の説明などあり、約 3時間
第 21凶昭和37年 1 月 6 日長fH高校
「コウノトリにつし、て」県} ' f . 長fH高校長

岩佐修理先生
「朝鮮のコウノトリにつし、て」武庫川大学

参加者 30名 森為三先生
正月に閃み松上の鶴と呼ばれるコウノトリをめくって

岩佐先生には豊岡地方で長年その保護育成に努められた
時の生態的観察の報告および保護対策につL 、ての知見な
どを、また森先生カ aらは、朝鮮のコウノトリの概況と特

る保護方法などをお聞きしました。なおこの際の例会で
神戸大学広瀬・藤原両先生、兵庫農大奥谷先生に来て戴
き、興味ある色々の話題を提供して戴き、ゼミナーノレの
持ち方などにつレての討論も加えた。懇談会を含めて約
5時間。
第 3 回昭和37年 3 月 3 日 市立湊川高校
「生体の神経調節の機構」 神戸阪大

参加者 40名 須田勇先生
生体の恒常性維持と¥ ，. う命題をもとに、血庄の問題・

筋の緊張の問題等につし、で、実験のデータを参照に神経
による調節機構の実際をお聞きしましt.:.o 私にはやや難
解な点も少なくなかったけれども、物の新しし、とらえ方
生物学の思考形態の前進をたたきつけられた感じでし
t.:.o 叉悉無律とか反射弓につし、ての私共の概念がし、かに
良L 、加減であったかを知ること I):U¥来ましt.:.o 活発に質
疑が出て教育の現場の問題等も、もっと動物生理学的に
話し合う必要を感じながら、時間の関係もあり討論半ば
で打切りましたn がJ 3 時間

第 41旦l 昭和37年 6 月 9 日 市立教育研究所
「藻類に関する諸学の最近の進歩J 神戸大学

広瀬弘幸先生

「涙類学総説」の著者である広瀬先生に、深類につL、

ての学問が、叉植物の系統分類学がとのあたりまで進ん

だ;iJ.につL 、てお話して戴きま L た。 参加者25名

203 一



それ以後の予定としては前回実現出来なカ通った京都大 !  ってし、ますが如何でしょうかり動物発生学方聞で適当な
学河合先生の" サノレのお話" をL 、っか是非して戴こうと思 i 講師の方を御紹介下さL 、。以上思レつくままに刊現代生
ってL ますが、その他生物学を主とした科学史、生理学 | 物学ゼミナーノレ" の御案内をしましたc

進化学、大脇生理等につしてゼミナーノレをもちたし、と思 県立長田高等学校 安房 明記)

第 51見| 昭布137年 7 月 7 日 兵庫高校 第 7回昭和37年11月10日 長田高校

「デンプンの光合成について」 「ミツバチの科学」
大阪大学二国二郎先生 (  神戸大学小森誠一先生

この会は県教育委員会と共催で行なレました ミツノミチのL ろL ろの方面にわたって興味あるお話を
非常に多数来られたため会場を教室から講堂に移した |  うかかったc この会には、宮川小学校の樋上先生が蜂や

ほどでしたc そのためし、ろし、ろと不手際がありまして御 | 巣箱等実物を提供され、また、同先生の御好意により参
迷惑をおかけした事をここでお詫びします。 I 加者に 1 瓶ずつほんとうの蜂蜜をわけて戴いた。厚く御
なお、この目、午後から懇談会を持ち、生化学方面の | 礼申し上げます。 35名

教材の取り扱しにつして活滋な意見が交換されました。

午前10時より午後 3 時まで 120名 i 予定 38年 1月 長田高校講堂

第 6凶昭和37年 9 月29日 高田高校

「細胞生化学の進歩」
神戸大学深沢広併i先生

1962年のノーへノレ賞( 医学生理学) 受賞者ワトソユ・
クリック・ウイレーキンス等の仕事につL 、ての内容紹介
等カ入って、最新のこの方聞の知識をやさしく紹介して
戴L 、た ( ノーへノレ賞の発表は、これより後日であった)
約 3時間 20名
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